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は　じ　め　に

出雲市教育委員会では、平成7年度に出雲土木建築事務所の委託を受け、JR

山陰本線◎私鉄一畑電鉄連続立体交差事業地内に所在する藤ヶ森遺跡（‡地点e

II地点）の発掘調査を実施しました。

当地はこれまで遺跡としては確認されていなかった地域でしたが、I地点にお

いては平安期の遺構◎遺物を多く検出し、II地点では、弥生時代の遺物を中心に

検出することができました。

これらの資料は、現在まで不明の点が多かった出雲市街地について貴重な資料

になるものと思われます。本書はその報告書ですが、出雲平野の歴史解明に多少

なりとも役立てば幸いに存じます。

最後に、調査にあたり、ご協力いただきました出雲土木建築事務所、二「R出雲

鉄道部、JR出雲工事事務所をはじめ、関係各位に衷心より御礼申し上げます。

平成10年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



JL

▲

▲
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1．本書は、出雲土木建築事務所の委託を受け、出雲市教育委員会が平成7年度に実施した藤ヶ森遺

跡（I地点◎II地点）発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は、下記の期間において実施した。

平成7年（1995）7月5日～同年10月24日

3．発掘調査を行った地番は、次の通りである。

出雲市今市町藤ヶ森980－2番地はか

4．調査は、次の組織で行った。

平成7年度

〔調査指導者〕

〔事　務　局〕

〔調　査　員〕

平成8年度

〔調査指導者〕

〔事　務　局〕

〔調　査　員〕

平成9年度

〔調査指導者〕

〔事　務　局〕

〔調　査　員〕

岩橋　孝典（島根県教育委員会文化課主事）

野津　建一（文化◎スポーツ課長）、新宮　雅子（同　課長補佐）

岸　　道三（文化◎スポーツ課主事）

岩橋　孝典（島根県教育委員会埋蔵文化財課主事）

後藤　政司（文化振興課長）

岸　　道三（文化振興課副主任主事）

岩橋　孝典（島根県教育委員会埋蔵文化財課主事）

後藤　政司（文化振興課長）

岸　　道三（文化振興課副主任主事）、高橋　智也（同　主事）

糸賀　伸文（同　臨時職員）

5．本書で使用した遺構略号は次の通りである。

SD一再、SK一土坑、SX－落ち込み状遺構

6．本書で使用した方位は磁北を示す。

7．本書に掲載した「試掘トレソチ位置図」、「発掘調査区及び位置図」は出雲土木建築事務所作成の

ものを浄写して使用した。

8．本遺跡の出土遺物及び実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。



9。本書記載の遣物実測図及び写真撮影については、岸が大部分を行ったが、一部については高橋、

糸賀がこれを行った。

10。本書の執筆⑳編集は上記調査員の協力を得て、岸が行った。

11。地質分析については、川崎地質株式会社に委託し、これを行った。また、地質分析の結果につい

ては、同社の渡辺　正巳氏に玉稿を賜った。

12。本遺跡出土の墨書土器については、島根県埋蔵文化財調査セソター主事　平石　充氏に玉稿を賜っ

た。

13。石器の石材鑑定については、山本　順三（文化振興課　副主任学芸員）がこれを行った。

14。調査にあたっては、出雲土木建築事務所、JR出雲工事事務所及びJR出雲鉄道部から多大な協

力を得た。

15。発掘調査及び遣物整理にあたり、次の方々に御指導、御協力を賜った。

永田　滋史（出雲市文化財審議委員）、西尾　克己（島根県埋蔵文化財課主幹）

柳浦　俊一（同　文化財保護主事）、岩橋　孝典（同　主事）

広江　耕史（島根県埋蔵文化財調査セソター文化財保護主事）、平石　充（同　主事）

渡辺　正巳（川崎地質株式会社）

16。発掘調査にあたっては、次の方々に従事して頂いた。

佐藤　保信　鐘推　蔵書　片山　修　米山　清司　　山田　恭代　吉川　善美

成相　律子　　島田　幸雄　森脇　宏　水上　育夫　川島　一慶　大森長一郎

原　　昭枝

17。遺物整理、報告書作成作業については、次の方々に従事して頂いた。

飯圃　陽子　石川　桂子　遠藤　恭子　太田　和子　吹野　初子　川谷　真弓

荒木恵理子　　岡野　和栄　　三成　留美
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I．位置　と環境

（1）位　　置
ふじがもり

藤ヶ森遺跡は、JR出雲市駅のすぐ南にあたり、かつては貨物列車用にJR山陰本線が複線となっ

ていた場所に所在している。JR山陰本線・私鉄一畑電鉄連続立体交差事業に伴い、試掘調査によっ

て新たに発見された遺跡で、東側をI地点、西側をII地点としている。遺跡の所在地は、現在では出

雲市今市町南本町となっているが、昭和初期までは広く「藤ヶ森」という字名で呼ばれていた地域に

あたる。また、付近に残る字名には贋ノ沢や半ヶ沢など「沢」という湿地帯を示す地名が残っている

のに対し、ここでは「森」と残っているのは、斐伊川と神戸川の中間にあって、早くから徴高地となっ

ていたからと考えられる。

第1図　藤ヶ森遺跡周辺の遺跡

1．藤ヶ森遺跡（I地点）2．藤ヶ森遺跡（II地点）3．天神遺跡　4．白枝荒神遺跡　5．小山遺跡　6．矢野遺跡

7．大塚古墳　8．石臼古墳　9．山持川川岸遺跡10，鳶ヶ巣城跡11．平林寺山古墳群12．膵棚山古墳群

13．大寺古墳14．荻抒古墳15．斐伊川鉄橋遺跡16．西谷墳墓群17．大念寺古墳18．塚山古墳
19．平家丸城跡　20．角田遺跡　21、神門寺境内廃寺　22．上塩冶築山古墳　23．築山遺跡　24．上塩冶横穴墓群

25．大井谷城跡　26．半分城跡　27．三田谷I遺跡　28．小坂古墳　29．刈山古墳　30．半分古墳　31．地蔵山古墳

32．栗栖城跡　33．放れ山古墳　34．大梶古墳　35．古志本郷遺跡　36．田畑遺跡　37．妙蓮寺山古墳
38．浄土寺山城跡　39．地蔵堂横穴墓群　40．宝塚古墳　41．福知寺横穴墓群　42．小浜山横穴墓群

43．知井宮多聞院遺跡　44．山地古墳　45．上長浜貝塚　46．正蓮寺周辺遺跡　47．出雲大社境内遺跡
48．原山遺跡　49．菱根遺跡　50．藤ヶ森南遺跡



つのでん

付近の集落遺跡としては、南には古墳時代の遺跡として知られる角田遺跡があるはか、平成9年度
ふじがもりみなみ

に郵便局移転に伴う試掘調査によって、弥生時代から近世に及ぶ藤ヶ森南遺跡が新たに発見されてい
ぜんぎょうじ

る。また、西には平成6年度に調査され、弥生時代から古墳時代の遺物を多く検出した善行寺遺跡、
てんじん

さらに西には弥生時代から近世に至るまでの大複合集落として知られる天神遺跡が所在している。
だいねんじ　　　　　　　　　　　　　　　つかやま

一方、東には県下最大級の前方後円墳である大念寺古墳、北には横穴式石室を有する塚山古墳がある。

しかしながら、この付近一帯は早くから宅地化が進んでいたこともあり、近年の開発により部分的に

新たな遺跡が発見されてはいるものの、その全容は明らかになっていないのが現状である。

（2）歴史的環境

出雲平野をとりまく地形には、北に北山山麓、南に中国山地から派生した丘陵地が連なり、東には

宍道湖、西には日本海がある。この宍道湖と日本海には、それぞれ斐伊川、神戸川が注いでおり、出

雲平野は、この二大河川によって形成された沖積平野となっている。

しかし、中世以前の出雲平野の景観は、現在とはかなり異なっていたようである。現在は東流して
いずものくにふどき

宍道湖に注いでいる斐伊川は、当時は西流して『出雲国風土記』に記されているように、入海のよう
かんどのみずうみ

な状況を呈していた「神門氷海」と呼ばれる潟湖（現在の神西湖）に注いでいたようである。また、

宍道湖の汀線も現在よりかなり西にあったものと考えられている。また、この頃には斐伊川、神戸川

はいくつかの支流から形成されていたと考えられ、両河川によって形成された旧自然塊防上に遺跡が

立地する傾向にある。
ひしね　　　　　　　　　　　　　　　かみながはま

出雲平野における遺跡の初現は、平野の北にある菱根遺跡（大社町）、西の砂丘下にある上長浜
かいづか

貝塚が知られており、縄文時代早期末の遺物が確認されている。これに続く遺跡としては、縄文時代
あげがだに

前期末から中期にかけての遺物が確認されている上ヶ谷遺跡（斐川町）があるが、その他では確認さ
いずもたいしゃけいだい　　　はらやま

れていない。縄文時代後期◎晩期になると、平野の北に出雲大社境内遺跡◎原山遺跡（大社町）が営
さんただに

まれるほか、南の丘陵下にある三田谷I遺跡でも土器や丸木舟などの多量の遺物が確認されている。
やの

また、平野中央部の矢野遺跡からも少量の遣物が発見されているとともに、近年の発掘調査で
くらしょうじにし

蔵小路西遺跡からも遺物が確認されている。

弥生時代には、矢野遺跡などで前期の遺物が確認されているが規模は小さい。しかし、中期中葉以
こしほんごう　　　しょうれんじしゅうへん

降、入海周辺の沖積地に集落が飛躍的に拡大し、天神遺跡◎古志本郷遺跡◎正蓬寺周辺遺跡などの大
ちいみやたもいん

集落遺跡が出現する。その中には矢野遺跡◎知井宮多聞院遺跡など、貝塚を伴う例もあり、地域的な

特色となっている。なお、遺跡の拡大は古墳時代前期にまで及んでいる。また、弥生時代後期には、
よすみとっしゅつがたふんきゅうぼ　　　　　にしだに

四隅突出型墳丘墓6基を含む西谷墳墓群が斐伊川に近い南の丘陵上に築造される。この中には、突出

部を入れると一辺60mもある3号墓など、大形のものもあり、この頃にはある程度共同体的結合が図

られ、その首長の権力が強大になってきたことが窺える。
かみえんやつきやま

古墳時代になると、中期の遺跡や古墳は少ないが、後期後半には今市大念寺古墳⑳上塩冶築山古墳◎
じぞうやま

地蔵山古墳など、横穴式石室を有する大規模な古墳が築造される。また、南の丘陵斜面には上塩冶横
かんど

穴墓群◎神門横穴墓群など、大規模な横穴群が築かれ、東部出雲の安来平野◎意字平野に並ぶ勢力が

存在していたことが窺える。しかし、これら古墳の被葬者を支える基盤となったであろう大集落遺跡

は現在のところ確認されていない。
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奈良時代にも遺跡は点在しているが、あまり詳しいことはわかっていない。一方、この時期になる
かんどじけいだい　　ちょうじゃばら　　　　　　　　　　　　　　　こさか　　いしびつあさやま　　すげさわ

と神門寺境内廃寺・長者原廃寺などの私寺が建造されるとともに、小坂古墳の石榎や朝山古墓・菅沢

古墓などの初期火葬墓があり、いち早く仏教文化が取り入れられていたことが窺える。

中世の遺跡は、各地で井戸や建物跡などの遺構が検出されてはいるが、集落としては部分的なもの

が多く、あまり詳しいことはわかっていない。その中にあって、矢野遺跡では14～15世紀にかけての
ひめばらにし

溝で区画された星敷地が発掘されており、蔵小路西遺跡・姫原西遺跡からは中世の木棺墓が発見され

ている。

II．調査に至る経緯

平成7年（1995）2月、出雲土木建築事務所よりJR山陰本

線・私鉄一畑電鉄連続立体交差事業に伴う埋蔵文化財の有無に

ついて照会を受けた。事業予定地は、周知の遺跡とはなってい

なかったが、付近には平成6年に新たに発見された善行寺遺跡

が所在していることや出雲市街地については宅地化が早く進ん

でいたため、実体がつかめていないことから、試掘調査によっ

て遺跡の有無を確認することとした。

試掘調査は、平成7年（1995）2月15日から2月19日までの

5日間にわたり、計8カ所のトレソチを設定して行った（第3

図）。

その結果、第9トレソチ及び第13トレソチにおいて遺物が発

見された。第9トレソチでは須恵器や土師器が多く、第13トレ

ソチでは弥生土器を多く検出している。しかしながら、その他

壷鎚

1．造成土

2．黒色粘質土

3．褐色粘質土

4．暗褐色粘質土

5．灰白色砂屠（荒砂）

1．造成土

2．育灰色粘質土
3．オリーブ黒色土

4．オリーブ褐色粘質土

5．褐色粘質土

6．黒色粘質土

第2図　試掘トレンチ堆積土柱状図

押し笹堰屈酎置郵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃

第3図　試掘トレンチ位置図
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のトレソチからは、遺構◎遣物とも検出されなかったことから、遺物の範囲を確認するために第9ト

レソチ及び第13トレソチの東西に新たにトレンチを設定して遺跡の範囲について検討した。

試掘調査の結果から、事業者である出雲土木建築事務所とJR出雲工事事務所、出雲市教育委員会、

島根県教育委員会の四者で協議を重ね、第9トレソチを中心に210融、第13トレソチを中心に225融を

発掘調査することで合意した。また、工事の遅延が難しい状況であることなどから、調査期間は平成

7年（1995）7月から10月までとすることを確認した。

発掘調査に至る手続きについては、まず、新発見遺跡であることから、遺跡発見の通知（文化財保

護法第57条の6）を平成7年（1995）5月11日付で文化庁長官へ提出している。なお、この時点では

遺跡名を南本町遺跡（I地点⑳II地点）として通知したが、南本町という町名が新しい地名であるこ

とから、この報告書では藤ヶ森遺跡（亙地点⑳II地点）と改めている。また、事業者である出雲土木

建築事務所からは、平成7年（1995）5月15日付で埋蔵文化財発掘の通知（同法第57条の3）が提出

された。出雲市教育委員会ではこれを受け、埋蔵文化財発掘調査の通知（同法第98条の2）を同年6

月1日付で文化庁長官へ提出している。

発掘調査は、平成7年（1995）6月から準備を進め、同年7月5日から開始した。調査地点は、試

掘トレソチの第9トレソチ付近をI地点とし、第13トレソチ付近をII地点とした。調査地は、JR出

雲市駅のすぐ南で、かつては貨物列車用に複線となっていた所であり、70～80cmの盛土がしてあった

ため、重機によって盛土を取り除き、排土した。その後、各地点に東西、南北とも5m間隔のグリッ

ドを設定したのち、発掘調査を進めていった。そして、夏の猛暑とI地点については水処理に悩まさ

れながらも、同年10月24日に調査を終了した。

なお、調査終了後に埋蔵文化財発見届（遺失物法第13条）、埋蔵文化財保管証をそれぞれ出雲警察

署、島根県教育委員会に提出している。

融＼撥蓮誹謹罷霹苧楕
県道多伎江南出雲線

‡＝　　　‾：
一畑百貨店

第4図　発掘調査区及び位置図

4



≡、≡幸三蓋≡　二圭、享



III。藤ケ森遺跡（I地底）の調査

1。調査の概要

層　　序（第6図）

I地点は、南北15m、東西14mの210融を対象に発掘調査を実施した。

JR山陰本線敷設時の盛土を約80cm除去した後に調査を開始したが、調査区での層序は、ほぼ同じ

様相を示している。盛土の下は、上層から灰褐色粘質土、暗オリーブ褐色粘質土、オリーブ褐色粘質

土、暗灰色粘質土と堆積しており、灰白色荒砂層に達する。特に、下位2層からは湧水がひどく、水

処理に悩まされた。また、同じレベルで異なる時期の遺構が検出されたことから、遺構面上層の堆積

土は、遺構が築かれた後の時期に何度か削平を受けたものと考えられる。

遺　　構

遺構は、全て暗灰色粘質土の下面で検出している。調査区の南側からは、湧水がひどく形状を確認

することはできなかったが、弥生時代の落ち込み状遺構を1検出している。また、中央部から北東部

にかけては、平安期から中世にかけてのものと考えられる土坑状遺構2を検出しているほか、遺構の

切合い関係から、この土坑よりも古い時期に築かれた滞状遺構2を検出している。なお、調査区の西

側には遺構は認められなかった。

遺　　物

遺物は、盛土以外は遺構中、遺構上面に堆積しているほとんどの層に包含しており、弥生土器、土

師器、須恵器、陶器、カワラケのほか、石器、曲物などがある。特に、遺構上面に広く堆積している

オリーブ黒色粘質土、暗灰色粘質土は、奈良時代～中世にかけての須恵器、土師器が多く認められ、

安定した遺物包含層となっている。

遺構中の遣物は、SKOlからの出土がほとんどで、平安期から中世にかけての須恵器、土師器が多

く出土しているほか、遺構中央最下層からは曲物も出土している。また、古い時期の遣物も若干混入

しており、1点ではあるが、弥生時代前期の賓片が出土しているのが注目される。その他の遺構から

は、SXOlで弥生時代中期頃の土器、SK02で平安時代の遣物を中心に検出している。なお、包含層中

とSKOl、SK02からは奈良～平安期にかけての製塩土器が出土しているのも注目される。

そして、発掘調査によるものではないが、調査区脇で駅舎高架のため、桁を設置する工事に際し、

地表下15～20m付近の砂層中から、ヤマトシジミ、カキなどの貝殻が出土していることは、この地域

の古地形を考えるうえでも、貴重な資料を得ることができた。

2．遺構と遺物

遺構外の出土遺物

遺構上面に堆積している灰褐色粘質土、暗オリーブ褐色土、オリーブ褐色粘質土、暗灰色粘質土の

全ての層が遺物包含層となっており、奈良◎平安期から近世にかけての遣物を多く検出している。

5



出土量としては、平安期の土師器が最も多く、層位的には上位2層を中心に近世、下位2層に古代か

ら中世にかけての遺物を多く包含する傾向にある。

近世の遺物（第5図）

近世の遺物には、捨鉢や木製品◎古銭などがあり、上位2層を中心に出土している。

1～3は措鉢である。1は複合口線状に屈曲するロ縁部を有し、外面にへラ状工具で「＼」印をつ

けている。2は、高台を有す底部破片であるが、外面高台部にへラ状工具で押さえたような痕跡が認

められ、内面の措目が非常に密に入る。3も高台を有する底部で、内面の措目は非常に密である。

4は、桶蓋と考えられる。三枚の組み合わせによって蓋としたものと考えられ、円形を呈する側面

は面取りされている。5は用途不明の板状木製品であるが、非常に丁寧に仕上げられている。片端は

やや斜めに切り離されており、平面の形状はきちんとした長方形とはなっていない。

古　銭（第7図）

古銭は、計3枚出土している。1は、寛永通宝の新寛永と呼ばれるもので、裏面には「元」の文字

が入る。鋳造年代は寛保年間（1740年代）で、大阪◎高津で鋳造されたものであろう。2も新寛永で

あるが裏面は無文で、年代は不明である。3は、聖宋元宝と呼ばれる北宋から輸入された渡来銭であ

り、鋳造時期は10世紀後半から12世紀代にかけてと考えられる。包含層中やSKOl◎SK02からは、平

安期の土器が多く出土しており、この時期に輸入されたものであろう。

石　器（第8図）

石器は包含層中か

ら3点出土している。

いずれも時期は不明

であるが砥石である。

1は片端が欠損し

ているが、上下両面

が使用により、かな

り凹んでいる。石材

には徒長質細粒砂岩

を用いている。2は

両端を欠損している

が、全面に使用痕が

残っている。上面に

は鉄器の刃先を潰し

たような痕跡が認め

られる。石材には流

紋岩を用いている。

6
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第5図　遺構外出士道物実測図（1）（近世）
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3は、両端を欠損しているが、全面に使用され、一部には狭い

使用面が残っていることから、細かい作業に使用したと考えら

れる。石材には徒長質中粒砂岩を用いている。

古代から中世にかけての遺物

古代から中世にかけての遺物のうち、陶器、土師器を第9図

にまとめている。

1は、陶器の捨鉢で、ロ縁部は逆「く」の字状に屈曲する。

kl＝i　∵二∃

第7図　遺構外出土遺物実測図（2）（古銭）

内面には約3mm間隔の揺目が部分的に認められる。その特徴か

ら、室町期（14世紀頃）のものと考えられる。

2は土師器の捨鉢である。体部からロ縁部にかけて直線的に伸びる逆「ハ」の字状を呈しており、

ロ縁端部はやや凹面を作り出している。内面に残る1単位4本からなる揺目は、縦横、斜め方向に部
やの

分的に入っている。このような捨鉢は13世紀頃のものと考えられ、市内では矢野遺跡（第2地点）（1）

からも出土している。

3～7は、土師器の杯であ

る。内外面とも回転ナデによ

り仕上げられており、体部に

は回転水引き痕が明瞭に残っ

ている。底部は回転糸切りで、

糸切り時の切離しにより、底

部に厚みがあるのが特徴であ

る。時期については、全体の

プロポーショソが把握できな

いため不明であるが、完形で

出土している土器には、10世

紀前後から12世紀代にかけて

の遺物が認められていること

から、その範噂に入るもので

あろう。8～13も土師器の杯

であり、内外面は回転ナデ、

底部は回転糸切りにより仕上

げられている。底部の厚みが

薄いのが特徴である。なお、

13は、口径に対して底径が小

さくなり、逆「ハ」の字状に

開くものと考えられ、12世紀

代の特徴を示している。 第8図　遺構外出土遺物実測図（3）（石器）
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1射ま、土師器の小皿である。小皿は11世紀後半頃から導入されたと考えられており、器形からは判

断できないが、他の出土遺物から考えると12世紀代の可能性が強い。

15～16は、土師器の足高高台付杯である。このタイプの土器も、小皿と同様、時期的には11世紀後

半から認められるものである。15⑳16は高台部が直立ぎみで、17は外方へ屈曲している。

ゝ∃＝蜜′′′’、＼＝よ＝タ′′：＼＼’＼」土勇′’
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第9図　遺構外出土遺物実測図（4）（古代～中世）
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むずれ

18◎19は製塩土器である。いずれも六連式と呼ばれる製塩土器で、砲弾状を呈すると考えられ、内

外面とも指頭圧痕列が認められる。製塩土器は、市内窯業炭貰還（2）でも多く認められており、地域的

な特徴としては六連式にみられるような内面の布目痕が認められないことがあげられる。

遺構外の出土遺物には、土師器はどの量ではないが、須恵器も若干認められる（第10図）。

1⑳2は無高台の杯で、底部は回転糸切りにより切り離されている。奈良時代以降のものであろう。

3～6は高台付の杯で、高台断面の特徴から、4◎5は奈良期、3◎6については平安期のものであ

ろう。7～9は、賓か壷の底部である。7は外面底部付近に1条の凹線を粗雑に施している。9は、

内面底部付近を細かいパケにより調整している。10はやや小形の短頸壷であり、内外面ともナデ調整

により仕上げられている。11は、賓のロ縁部で、外面頸部下はタテ方向のタタキ、内面頸部下は放射

状のタタキにより調整されている。12は壷の肩部であろう。外面には1条の貼付げ突帯を有し、その

上部に3本単位からなる2段以上の沈線を施している。

とグ、、∈∃蛋タ！
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第10図　遺構外出土遺物実測図（5）（古代）
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＄鵜の瑠（第11図）

調査区の北東部、暗灰色粘質土の下面で検出した土坑状遺構である。東側の一部については湧水が

ひどく、明確なプラソを検出することはできなかったが、東西長約6．0m、南北長約4．0mを測り、や

やいびつな楕円形を呈している。検出高は標高約5。84mである。

覆土には黒褐色や褐色の粘質土の間に波状に砂質土が堆積し、部分的には粘砂層を形成している。

これらの状況から、かなり長期間にわたって次第に埋まっていったと考えられる（3）。なお、最下層は、

この付近の基盤層である灰白色荒砂層にまで達している。

A　－

1．黒褐色土

2．黒褐色粘質土
3．褐色粘砂土

4．暗褐色粘質土

5．褐色粘質土
6．褐色砂質土

6’．褐色砂質土

7．黒褐色粘質土
8．黒色粘砂層

9．黄褐色砂層

10．黒色粘質土
11．褐色粘質土

粒子細かく、砂質

砂粒を多く含む

ブロック混入

6層よりやや明るい

砂粒を含まない

砂粒を含む

荒砂

粘性強く、砂を含まない

粘性強く、砂を含まない

12．褐色粘質土

13．黄褐色砂質土
14．暗褐色粘砂層

15．黄褐色砂質土

16．褐色粘質土
17．暗褐色粘質土

18．暗褐色粘質土
19．褐色粘砂層

20．灰白色粘質土

21．黒褐色粘砂

22．黄褐色粘砂層
23．暗オリーブ色粘質土

砂粒を含む

ブロック混入

砂粒を非常に多く含む

黄褐色の細砂が波状に混入

黄褐色細砂を含む

粘性強い

17層より粘性強い

荒砂をかむ

ブロック混入

第11図　SKOl実測図
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断面の形状は両肩からなだらかに落ち、底面はやや平坦に作り出しており、最深部までの深さは約

60cmである。

遣物は平安期の土師器を中心に検出しているが、弥生土器や須恵器も若干混入しており、遺構中央

部の最下層からは曲物が出土している（第12図）。また、中層から下層にかけては人頭大の石がかな

り出土しているのが注意される。遺物の出土状況としては、層位的には最下層からの出土量が多く、

位置的には遺構の南側から多く出土している。

遺構の性格としては、遺構中央部から曲物が出土していることから、井戸として利用されていたと

く∋

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第12図　SKOl遺物出土状況実測図
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考えられる。遺物から判断すると、最も新しい遺物は、12世紀代のものであることから、この時期頃

には井戸として利用されなくなり、廃棄されたものと考えられる。なお、弥生時代、古墳時代の遺物

が若干混入していることについては、この遺構を掘削した際に、古い時期の遺構が下面に存在してい

た可能性もある。

SKOl出土の遺物

SKOlからは平安期の土師器が最も多く出土しており、その中にはほぼ完形の状態で出土し、全体

の形状が把握できるものがある。第13図の1～4は土師器の杯で、底部からロ縁部にかけて直線的に

立ち上がる。体部には回転水引き痕が明瞭に残り、底部は回転糸切りにより切り離されている。しか

し、3のように回転糸切りの後、ナデ調整により糸切り痕を消したか、あるいはへラ切り後、ナデ調

整をしているものもある。1は、底径7。4cm、口径14．6cm、器高5．75cmを測るやや大形の杯で、色調

は黄褐色を呈している。なお、この杯はほぼ完形の状態で出土している。2は、形状的には1と同様

であるが、器高は4．5cmとさほど高くはない。3は、器高3．4cmとさらに低く、外面全体にススが付着
かんでん　　　　ながみね　　　　こそし

している。これらの特徴をもつ杯は、須恵器ではあるが、松江市神田遺跡（4）、長峯遺跡（5）、古曽志
ひらさこた

平廻田3号窯（6）などでも出土しており、10世紀前後のものと考えられる。

5～8も土師器の杯であるが、器高が低く、口径に対して底径が小さくなり、体部が逆「ハ」の字

状に大きく開く。5は体部に丸みを有し、ロ縁端部がやや外反する。また、内外面ともに暗褐色を呈

している。6◎8は底部から大きく逆「ハ」の字状に開くが、口縁端部は自然に丸くおさめている。

7は、ロ縁部のやや下から内側に屈曲し、端部にかけてやや内湾ぎみに立ち上がる。これらの杯は、
てんまんだに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしいしばし

松江市天満谷遺跡SD－03付近、遺構外出土土器（7）、斐川町西石橋遺跡墓境出土（8）の土器に形状が非

常によく似ており、12世紀代のものと考えられる。

9～15は足高高台を有する土師器杯である。これらの中には高台部が大きく外傾するもの（10◎11◎

13◎14）、外傾するが、外観的には直立に近いもの（9◎12）、高台部が極端に短いもの（15）に類別

できるが、これらの特徴からは時期的判断は難しい。

16◎17は小皿である。内外面とも回転ナデ、底部は回転糸切りにより仕上げられている。小皿の出

現が11世紀後半と考えられることから、それ以降のものであろう。

18～20は、杯の底部破片であり、内外面とも回転ナデ、底部は回転糸切りにより切り離されている。

全体の形状が把握できないため、時期的な判断はできないが、底部に厚みを有するのが特徴である。

第15図の1～3は、同様に底部に厚みを有する土師器の杯で、3は体部に丸みを有し、口径に対して

底径が小さくなるものと考えられる。また、2と3は胎土、焼成とも非常によく似ており、同じ粘土

塊から同じ窯で焼成されたと考えられ、その特徴から12世紀代のものと考えられる。4～6はロ縁部

の破片で、4は口縁端部を自然に丸くおさめ、5◎6はロ縁端部が外反するという特徴をもつ。7～

18については、土師器杯の底部付近の破片であり、全体の形状については十分な把握はできない。断

面から推測するかぎりでは、口径に対して底径が小さいもの（7◎16◎18）、体部にかなり丸みを有

するもの（8◎9◎10）、口径に対して底径がやや大きくなると考えられるもの（13◎14◎15）など

に頸別できる。しかし、これらの特徴からは、時期的な判断は難しい。なお、12は底部をへラ切りに

より切り離したものと考えられる。

14
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第13図　SKOl出土遺物実測図（1）
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また、SKOlからは墨書土器が1点出土している

（第14図）。底径6。6cm、口径12．7cm、器高4．4cmを測

る土師器杯で、底部からロ縁部にかけて直線的に立ち

上がる。内外面は回転ナデにより調整されており、底

部は回転糸切りにより切り離されている。なお、外面

底部から体部にかけてはススが付着している。この杯

の製作時期は、その特徴から10世紀前後と考えられる。

墨書は、体部のほぼ中央に書かれており、肉眼で見

る限りは漢字1字で「具」と読めるが、Ⅹ線写真から

観察すると、下半部が「女」とも読めることから、あ

るいは漢字2字で「日女」と読める可能性もある。後

者からは人物名が想定されるのではないだろうか。な

お、この部分以外には墨書は認められない。近年、発
さんただに

掘調査が行われている三田谷I遺跡からは、奈良～平

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10C輸

LL⊥⊥」⊥」

第14図　SKOl出土遺物実測図（2）

安時代にかけての墨書土器が10数点出土しており（9）、その中には、「坂」や「宅」などの墨書が認め
おやま

られている。また、天神遺跡では「早天」仕旬、小山遺跡からは「池田（内）」国と書かれた土器も知ら

れてはいるが、今まで遺跡としては知られていなかった当遺跡から墨書土器が出土したことは非常に

興味深い。

第16図－1は土師器壷のロ綾部である。ロ縁端部は丸くふくらみ、やや内側に突出させている。外

面はナデ調整の後、タテ方向のハケ、内面は頸部下からケズリによる調整がなされている。2e3は

土師器の賓であろう。2は口縁部内面にはヨコ方向のパケが認められ、外面にススが付着している。

3は内面頸部下はケズリによる調整がなされ、外面頸部には1条の凹線が粗雑に施されている。これ

らの土師器は、他の出土遺物から考えると、奈良～平安期にかけてのものと考えられる。

4は、須恵器の杯と考えられ、体部からロ縁部にかけて直線的に立ち上がり、焼成がやや軟質であ

る。形状は前述した第13図－1e2とよく似ており、10世紀前後のものと考えられる。5は須恵器の

高台付杯で、奈良時代以降のものであろう。6e7は、須恵器壷の底部であろう。6は、底部の径に

対して体部最大径はさほど大きくならず、底部外面に糸切り痕が残る。いずれも、奈良時代以降のも

のであろう。

8◎10は黒色土器である。黒色土器とは、いぶし焼きにより器表面に炭素を吸着させて黒化処理を

施した土器で、器表面は緻密なへラミガキにより調整されているものである摘。内面のみを窯化処理

したものを内黒、内外面とも黒色に仕上げたものを両黒と呼称しているが、当遺跡から出土したもの

は2点とも内黒土器である。8は内黒土器の塊で、ロ縁端部が外反し、内面はヨコ方向のミガキ、外

面にも一部ヨコ方向のミガキが認められる。10も内黒土器の塊であり、同様にロ縁端部が外反し、内

外面とも緻密なヨコ方向のミガキによる調整がなされている。いずれも、その特徴から10世紀代のも

のと考えられる。

9は、製塩土器である。内外面とも指頭圧痕列が認められ、遺構外出土のものと同様、六連式系統

16



の砲弾状を呈する焼塩土器と考えられ、色調は橙褐色である。なお、当遺跡から出土する製塩土器は、

いずれも橙褐色を皇しているのが特徴である。

11は、土師器の高杯である。脚部と杯部は円盤充填法により結合されている。古墳時代の遺物と考

えられるが、当該期の遺物としては1点のみの出土である。

’　　　．・ン′

＼」＿去二タ

‾‾‾「二‾‾＿‾‾‾

華l

l Jl

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′J

＼こ去′

第15図　SKOl出土遺物実測図（3）
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12は弥生土器の賓、あるい

は鉢であろう。ロ縁端部が外

反し、内面口縁部にはヨコ方

向、頸部下はタテ方向のミガ

キ、外面はヨコ方向のミガキ

により調整されている。これ

らの特徴から、弥生時代前期

末の範噂に入る資料と考えら

れる。なおも　土器としては弥

生時代のものは1点のみで

ある。

石器◎土製品（第17図）

1は、磨製の大型蛤刃石斧

である。刃部を一部欠損して

18
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第16図　SKOl出土遺物実測図（4）
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第17図　SKOl出土遺物実測図（5）



いるが、両面から鋭角的な

刃部を作り出し、片端は装

着しやすいように打ち欠い

ている。石材には玄武岩を

用いている。弥生時代の遺

物と考えられ、第16図－12

の土器が、弥生時代前期末

のものであることから、同

時期のものである可能性が

高い。

2は、管状土錘であり、

長さ3．9cm、幅1．3cmを測る

小形のものである。

第18図－1は、円形曲物

である。この曲物は、遺構

のほぼ中央最深部から出土

している。やや変形してい

るが、径約38．0cm、側板の

高さ約14．0cmを測る。外側

には底板を支えるため、4ヵ

所に木釘を通す孔を穿つ木

枠が残り、側板にも同様の

穴があるが、木釘、底板は

検出されていない。

側板の桜皮綴じは外、内

ともに4段綴じである。側

板の内面には、曲げやすく 第18図　SKOl出土遺物実測図（6）

するために小刀でつけたよ

うなタテ方向の線と斜め方向の線が入り、一部では斜格子状の文様をなしている。外面にも桜皮綴じ

付近の一部にタテ方向の線と斜め方向の線が認められる。

木枠の桜皮綴じは、外3段、内2段に綴じられ、5cmほど離れた箇所にも外内1段綴じされている。

なお、木枠の内側にも斜め方向の線が一部に認められる。
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＄瞳の2（第19図）

調査区の北東部で

検出した土坑状遺構

で、北側は調査区外

に伸びており、完全

な形では検出できな

かった。検出した状

況では、東西長3。7

m以上、南北長1．96

m以上を測る。検出

高は、標高5。6mで

ある。断面の形状は、

肩部からなだらかに

落ち、一旦平坦面を

作り出し、西に片寄っ

た方向へさらに落ち

込み、底部を平坦に

作り出している。

覆土には粘質土が

堆積しており、部分

的に粗砂を含む層が

ある。最深部までの

深さは約50cmである。

遺物は細片が多く、

SKOlからの出土量

と比べても極端に少

ないが、土師器、製

塩土器、木製品など

が出土している。

遺構の性格は不明

であるが、10世紀前

後と考えられる遣物

が多く検出されてい

ることから、最終的

には、当該期には使

用されなくなったも

のと考えられる。

20

1．茶褐色土

2．暗褐色土

3．暗褐色土
4．灰褐色土ブロック

5．暗褐色土

粘性強く、しまりがない

灰褐色のブロックを多く含む

6．褐灰色粗砂

7．暗褐色土

8．褐灰色粗砂

9．暗褐色土 粘性強く、3層よりやや暗い

第19図　SKO2実測図



SKO2出土の遺物（第20図）

1～3は土師器の杯である。いずれも内外

面は回転ナデによって調整されている。1は

底部から日録部にかけてやや内湾ぎみに立ち

上がり、底部はナデて糸切り痕を消したか、

あるいはへラ切り後、ナデ調整されたと考え

られる。2は、底部からロ縁部にかけて直線

的に立ち上がり、底部調整は1と同様にナデ

による調整がなされている。なお、内外面と

もに朱塗りされている。3は、底部からロ縁

部にかけてやや内湾ぎみに立ち上がる。これ

らの杯は、全体の形状が把握できず、時期的

判断は難しいが、10世紀前後である可能性が

強いのではないだろうか。

4は土師器の把手である。手捏ねで、四面

とも平坦を意識して作られている。古墳時代

のものであろう。

5は、六連式系統の砲弾状を呈する製塩土

器である。SKOlや遺構外出土の製塩土器と

同様に色調は橙褐色をしており、時期的には

奈良から平安期にかけてのものであろう。

第21図－1は、用途不明の板状木製品であ

る。この木製品は、遺構の西側中層から出土

しており、片端は欠損しているが、現状では

幅9．0cm、長さ39．3cm、厚さ0。8cmを測る。な

お、墨書などは認められない。

以上のように、遣物には古墳時代のものが

1点認められるものの、その他はおおよそ平

安期のものであることから、SK02は平安期

に築かれた可能性が強い。
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第20図　SKO2出土遺物実測図（1）
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第21図　SKO2出土遺物実測図（2）
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SmO瑠　o SDO2（第22岡）

調査区のほぼ中央から北東に向かって伸びる2条の溝状遺構である。西側のSDOlは、北側はSKOl

によって一部が壊されているが、北東部にさらに伸び、調査区外へと達する。検出高は、標高5．61m

で最大幅は約1．2m、深さは約18cmを測る。上部が削平されているため、本来はもう少し深さがあっ

たものと考えられる。覆土には、上層に黒褐色土、録灰色砂質土が堆積し、下層には粘質土が堆積し

ている。断面は底面を平坦に作り出し、逆台形状を呈する。なお、遺構の南側については、湧水がひ

どく、プラソの確認ができなかったが、この遺構の下面にはSXOlが築かれている。

東に位置するSD02は、形状、断面、覆土ともSDOlとほぼ同じ様相を示しており、SDOlと同時期

に築かれたものと考えられる。また、北側及び南側については、SDOl同様に湧水がひどく、プラソ

の確認をすることができなかった。

遺構の性格、時期については、遺物が全く出土しておらず不明であるが、遺構の切合い関係から考

えると、10世紀前後に築かれたSKOlよりも古く、付近の包含層中やSKOlからも古墳時代や奈良時代

の遺物が出土していることを考えると、当該期頃に築かれた可能性が強い。

第22図　SDOl。SDO2実測図
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SXOl

調査区の南側、Al～A2Grにかけて検出した落ち込み状遺構である。この遺構は、湧水により

プラソが判然としなかったことから、一部分を深掘りし、トレソチによる調査とせざるを得なかった。

土層断面（第23図）から観察すると、上層の1～7層は主に奈良～平安期にかけての遺物包含層で

あり、これは調査区全域にわたって広く堆積している。注意されるのは、8～11層で、調査区の基盤

層である灰白色荒砂層が、Al～A2Gr付近では次第に落ち込み、その部分に8～11層が堆積して

いる。なお、検出できた8層上面から最深部までの深さは約1．0mで、調査区外へ向かってさらに深

くなるものと予想される。

この層位からは、細片ではあるが、弥生土器のみが出土している（第24図）。1は壷のロ縁部であ

る。頸部から大きく外反するタイプのもので、口縁端部は上下に少し拡張している。2は、壷か賓の

底部である。外面にはタテ方向のミガキによる調整が行われている。3は、やや小形の壷のロ縁部で

ある。1と同様に頸部から大きく外反して、ロ縁端部が上下にやや拡張し、凹線を2条施してる。こ

れらの遺物は、その特徴から弥生時代中期中葉から後期前葉にかけてのものであろう。

I地点の脇から出土した貝について

I地点の発掘調査区から西へ約10mはどの地点において、駅舎高架の桁を設置する工事の際に、地

表下約15～20mの砂層中から、多くの種類の貝殻が出土している。

2m

1．暗灰色粘質土（ブロック混入）
2．オリーブ黒色粘質土

3．暗青灰色粘質土

4．オリーブ褐色粘質土
5．黒褐色土

6．黄褐色粘質土

7．暗オリーブ色粘質土

8．オリーブ黒色粘質土（粘性非常に強く、しまりがない）
9．線灰色粘質土

10．黒褐色粘質土
11．暗灰色粘質土

（粘性非常に強く、しまりがない）

（粘性非常に強く、しまりがない）
（粘性非常に強く、しまりがない）

L一一　一　一ll　　　　＿」

第23図　SXOl土層断面図

第24図　SXOl出土遺物実測図
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これらの貝殻を列記すると、ヤマトシジミ、キヌボラ、カキ、ナガニシ、ヒナガイ、カニモリガイ、

モミジボラ、ツノガイ、キサゴなどである。中でも最も多いのが汽水域でしか生息しないヤマトシジ

ミであった。これらの資料は、その堆積した時期については不明であるが、この地域の古地形を考え

るうえでも非常に興味深い資料といえる。

3啓　小　　結

（‾j）遠　　憶

Ⅱ地点においては、港状遺構2、土坑状遺構2、落ち込み状遺構1を検出している。それぞれの遺

構の切合い関係から、この地点で最も古い遺構は、SXOlである。この遺構からは、弥生時代中期頃

の遣物が出土しており、当該期に築かれた可能性が強いが、14C分析からは、堆積土の時期が縄文時

代後期頃とする結果が得られており、注意する必要がある。

次に、SDOlとSD02が同時期に築かれているが、この2つの遺構からは出土遺物が皆無であり、時

期的判断は難しい。しかし、包含層中と、この2つの遺構の上から築かれたSKOlから出土している

遣物の中には、古墳時代、奈良時代の遣物が若干含まれていることから、この時期に築かれた可能性

が強いのではないだろうか。

SKOlは、‡地点の遺構の中では最も新しい時期のもので、平安時代中頃（10世紀前後）に築かれ、

12世紀代まで利用された後、廃棄されたと考えられる。SK02についても平安時代中頃に築かれたも

のと考えられるが、SKOlに比べるとやや早い時期に廃棄された可能性が強い。

（2）遺　　物

弥生時代から近世にかけての遣物が出土している。最も古い遣物は、SKOlから出土している大型

蛤刃石斧と弥生時代前期末の土器である。しかし、これらは直接SKOlに伴うものとは考えにくく、

この付近に弥生時代の遺構が存在していたことを示す資料といえる。弥生土器は、その他にSXOlか

ら弥生時代中期中某から後期前葉にかけての土器が出土している。

古墳時代◎奈良時代の遺物は、包含層中や、遣構内からわずかに認められるものの、量は少ない。

平安期の遺物は量的にも最も多く、中にはほぼ完形の状態で出土しているものもあり、出雲地方で

の平安時代の土器を考えるうえで、貴重な資料となった。特に、SKOl、SK02からの出土が多く、器

形のほとんどを杯が占めている。

これらの杯の特徴から、おおよそ10世紀前後から12世紀代頃にかけての資料がある。10世紀前後の

杯は、底部から口縁部にかけてほぼ直線的に立ち上がる傾向にある。12世紀代の杯は、器高が低く、

口径に対して底径が小さくなり、体部が逆「ハ」の字状に開く傾向にある。また、細片の中には11世

紀代のものも含まれているものと考えられる。その他、足高高台を有す杯も多く出土している。

中世◎近世の遣物としては、揺鉢や古銭、木製品などが出土しているが量は少ない。しかし、その

中には13世紀代の措鉢が1点出土しているのが注目される。

以上のように、I地点では、弥生時代から近世に至るまで集落が営まれていることが知られる。し

かし、遺構◎遺物の出土状況から判断すれば、集落としての中心時期は、平安時代中頃（10世紀前後）

であったと考えられる。
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出立遺物観察衷

遺構外出土遺物（土語）

挿 図
番 号

出 土 地 点 器　 種
法　 量 （cm ）

形 態 ◎手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　　 考
口　 径 底　 径 器　 高

5 － 1 C 2 G r 捨 鉢 34 ．4 外 ／ 回転 ナ デ 外／ 暗赤褐 色 密 良好 外面 口縁 部 にへ ラ

6 層 内／ 回転 ナ デ 内／ 赤褐 色

断／ 灰色

状工具 痕 あ り

－ 2 B I G r 捨 鉢 10 ．0 外 ／ ナ デ 赤褐 色 密 普通 外面 高台 部 にへ ラ

5 層 内／揺 目 ′ 断／ 灰色 1 mm大 の 白色

砂 粒 を含 む

状工 具 に よる調整
痕 あ り

－ 3 C I G r

5 層

捨 鉢 9 ．2 外 ／ ナ デ

高台 部 に凹線
内／揺 目

赤褐 色 密 や や不 良

9 － 1 B 3 G r

6 層

揺 鉢 3 3．6 口縁部 逆 「く」 の字

に屈 曲す る
外／ ナデ
内／揺 目

暗赤 褐色 密 良好 内面 スス付着

－ 2 B 3G r

6 層

土師 器
揺 鉢

2 9．2 口縁端 部 に 凹面 をつ

くる
外／ 無調 整 ？
内／揺 目

淡褐 色 密

石英 ◎金雲 母
多 く含 む

普通 内面 スス付着

－ 3 B IG r
5 層

土師 器
杯

3 ．3 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナ デ
底／ 回転 糸切 り

黄橙 色 密
石英多 く含 む

普通 底部 に厚 み が あ る

－ 4 B 3G r
6 層

土師 器
杯

5 ．6 外／ 回転 ナ デ
内／ 回転 ナ デ
底 ／ 回転 糸切 り

褐 色 密
石 英多 く含 む

普通 底部 に厚 み が あ る

－ 5 A IG r

6 層

土師器
杯

5 ．6 外 ／ 回転 ナ デ

内／ 回転 ナ デ
底 ／ 回転 糸切 り

褐色 密
1 mm以 下の 石
英 多 く含む

普通 底部 に厚 み があ る

－ 6 A 2 G r
6 層

土 師器
杯

4 ．2 外 ／ 回転 ナ デ

内／ 回転 ナ デ
底 ／ 回転 糸切 り

暗褐 色 密
石 英多 く含 む

普通 底部 に厚 み があ る

－ 7 C IG r

6 層

土師器
杯

5 ．0 外 ／ 回転 ナ デ
内／ 回転 ナ デ
底 ／ 回転 糸切 り

褐色 密

1 m皿以 下 の 白
色砂粒 ◎石英
多 く含 む

普通 底部 に厚 み が あ る

－ 8 C l～C 2G r
S E C

土師 器
杯

6 ．0 外／ 回転 ナ デ
内／ 回転 ナデ
底／ 回転 糸切 り

淡黄 褐色 密
石 英 ◎金雲 母
多 く含 む

良好

－ 9 表採 土師 器
杯

5 ．8 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ
底／ 回転 糸切 り

淡褐 色 密 良好

－10 B IG r

6 層

土師 器
杯

6 ．0 外／ 回転 ナデ

内／ 回転 ナデ
底／ 回転 糸切 り

淡褐 色 密 や や不 良

－1 1 B 2～B 3G r
S E C

土師 器
杯

6 ．4 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ
底／ 糸切 り

淡褐 色 密

石英 ◎金雲 母
含む

普通 底部静 止糸切 りか？

－12 C 2G r
6 層

土師 器
杯

外 ／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ
底／ 糸切 り

灰 白色 密 良好 ほぼ回転 が止 ま っ
た状 態 での糸 切 り

－13 A IG r 土師 器 3 ．0 外 ／ 回転 ナ デ 淡褐 色 密 や や不 良 底径 に比 して 口径
6 層 杯 内／ 回転 ナ デ

底 ／ 回転 糸切 り
1 mm以 下 の 白
色砂粒 多 く含
む

が大 き くな る

－14 B IG r
6 層

土師 器
小皿

7．4 4 ．6 1．8 外／ 回転 ナ デ

内／ 回転 ナ デ
底／ 回転 糸切 り

黒褐 色 密
石英含 む

J

良好

－15 A 2 G r
6 層

土師 器
足高 高 台
付杯

6 ．8 高台 部外 方 に広 が る
外／ 不 明
内／ 不 明

淡黄 褐色 密

石英含 む

普通

－16 C 2G r
5 層

土師 器

足高 高 台
付杯

7 ．2 高台 部外 方 に広 が る
外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ
底／ 回転 糸切 り

淡黄 褐 色 密
石英 ◎雲母 を
多 く含む

普 通
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挿 図
番 号

出土地点 器　 種
法　 量 （cm ）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口　径 底　径 器　 高

9 －17 B2G r

6 層

土師器
足高高台
付杯

10．2 高台部外方に広がる
外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡褐色 密

石英含む

良好

－18 B 2G r
6 層

製塩土器 約6．0 外／指頭圧痕あり
内／指頭圧痕あり

外／淡赤褐色
内／燈褐色
断／灰色

密 良好 焼塩土器

－19 C IG r
6 層

製塩土器 約6．2 外／指頭圧痕あり
内／指頭圧痕あり

外／赤褐色
内／橙褐色
断／灰色

密 良好 焼塩土器

10 － 1 B IG r
6 層

須恵器
杯

6．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

灰色 密 普通

－2 B 2G r

6 層

須恵器
杯

6．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

外／灰色
内／暗灰色

密 良好 外面に一部パケ

－ 3 B 2G r
6 層

須恵器
高台付杯

5．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

灰色 密
石英含む

普通

－4 A 2G r
6 層

須恵器
高台付杯

7．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

灰色 密 良好

－ 5 C 2G r 須恵器
高台付杯

6．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

暗灰色 密 普通 底部に厚みがない

－ 6 A IG r

6 層

須恵器
高台付杯

5．3 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切り

灰色 密 良好

－ 7 B 2G r

6 層

須恵器
壷or賓底
部

11 ．0 外面底部付近に凹線

が入る
外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／へラ切 り

暗灰色 密

1 mm以下の白
色砂粒多く含
む

普通

－ 8 B 2G r
6 層

須恵器
壷or賓底
部

11 ．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／へラ切 り

灰色 密 普通

－ 9 A 3G r
6 層

須恵器
壷or賓底
部

14 ．1 外／回転ナデ
内／回転ナデの後パ
ケ
底／へラ切 り

外／暗灰色
内／灰褐色

密 普通

－10 C l～C 2G r 須恵器 9．6 外／回転ナデ 暗灰色 密 良好 外面に自然粕がか

SE C 短頸壷 内／回転ナデ 1 mm以下の白
色砂粒多 く含
む

かる

－11 B 3G r
5 層

須恵器

短頸壷
25 ．7 ロ綾部内外面回転ナ

、＿＿ヽヽフ‾
頸部下　 外／タタキ
内／放射状のタタキ

暗灰色 密

1 mm大の白色
砂粒多く含む

良好

－12 A 3G r
6 層

須恵器

＝ゴ＝㌻望

外／回転ナデ
内／回転ナデ
貼 り付け突帯一条 ◎
上部に沈線が入る

暗灰色 密
石英 ◎雲母含
む

良好

遺構外出土遺物（木製品）

挿 図
番 号

出 土 地 点 製　 品　 名 遺 存 状 況
最 大 長
（cm ）

最 大 幅
（cm ）

最 大 厚
（cm ）

備　　　　　　　　 考

5 － 4
A IG r

桶蓋 約 3／5欠損 1 2．0 5 ．2 1 ．15
側面 を面 取 りして い る

5 層 板 目

－ 5
A IG r

5 層
用途 不 明 完形 10 ．1 7 ．8 1 ．15

柾 目
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遺構外出土遺物（古銭0石器）

挿 図

軍 号
出 土 地 点 器　 種 遺 存 状 況 材　　　 質

最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重　 量

（g ）
備　　　　　 考

7 － 1
B 3G r 古 銭

（新 寛 永 ）
完 形 鉄 2 ．2 2 ．2 0 ．1 1 ．5

表 ： 「寛 永 通 賓 」

裏 ： 「元 」

－ 2
C 2G r 古 銭

（新 寛 永 ）
完 形 鉄 2 ．4 2 ．4 0 ．1 2 ．5

表 ： 「寛 永 通 賓 」

裏 ：無 文

－ 3
A IG r 古 銭

一 部 欠 損 鉄 2 ．5 2 ．5 0 ．1 3 ．0
表 ： 「聖 宋 元 賛 」

裏 ：無 文

8 － 1
B IG r

6 層

砥 石
片 側 欠 損 徒 長 質 細 粒 砂 岩 7 ．2 6 ．3 3 ．6 2 15 ．3

上 下 面 凹 む

全 面 に 使 用 痕 あ り

－ 2
D 2～ D 3G r

S E C

砥 石
両 端 欠 損 流 紋 岩 7 ．2 6 ．6 1 ．9 155 ．0

全 面 に 使 用 痕 あ り

上 面 に 凹 状 磨 痕 あ り

－ 3
C 2G r

6 層

砥 石
両 端 欠 損 徒 長 質 中 粒 砂 岩 6 ．0 5 ．1 2 ．45 99 ．5

全 面 に 使 用 痕 あ り

SKOl出土遺物（土器）

挿 図
番 号

出土地 点 器　 種
法　 量 （cm ）

形態 。手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　　 考
口　径 底　 径 器　 高

13－ 1 B 2G r 土師器 14 ．6 9 ．4 5 ．75 外／回転ナデ 淡黄褐色 密 良好 回転水引 き痕明瞭
SK Ol 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切 り
石英 e 金雲母
多 く含む

に残 る

－ 2 B 2G r 土師器 12 ．0 6 ．4 4．5 外／回転ナデ 淡褐色 密 良好 回転水引 き痕明瞭

SK O l 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切 り
石英含む に残 る

－ 3 B IG r 土師器 11．7 7．2 2．4 外／回転ナデ 外／褐色 密 良好 回転水引 き痕明瞭

SK O l 杯 内／回転ナデ
底／糸切 りの後 ナデ

による調整

内／淡褐色 石英多 く含む に残 る
外面スス付着

－4 C IG r
S K O l

土師器
杯

11．7 5．7 4 ．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡橙褐色 密
石英多 く含む

普通

－ 5 C l～ C 2G r
S E C
S K O l

土師器
杯 r

16 ．3 6．0 4．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

暗褐色 密
石英 ◎雲母多
く含む

良好 口縁端部外反する

－ 6 B 2G r 土師器 9 ．7 4．4 2 ．75 外／回転ナデ 外／淡赤褐色 密 良好

SK O l 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切 り

内／褐色 1 mm大の白色
砂粒多 く含む

－ 7 C 2～C 3G r
S E C
S K Ol

土師器
杯

12 ．1 5 ．2 2．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡褐色 密 普通 ロ縁端部やや内湾
する

－ 8 C 2G r－ 土師器 10 ．4 4 ．7 2．3 外／回転ナデ 淡褐色 密 普通 日録端部やや外反

SK Ol 杯 内／回転ナデ
底／回転糸切 り

石英 e 金雲母
含む

する

－ 9 C 2G r 土師器 7．0 高台部外方 に広が る 外／淡褐色 密 良好

SK O l 足高高台
付杯

外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／不明

内／褐色 石英 ◎雲母多
く含む

－10 C 2G r 土師器 8．2 高台部外方 に広が る 外／橙褐色 普通 普通

SK O l 足高高台
付杯

外／ 回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

内／褐色 雲母含む

－11 B 2G r
S K O l

土師器

足高高台
付杯

8．3 高台部外方 に広がる
外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／不明

淡橙褐色 やや粗い
白色砂粒 ◎金
雲母含む

良好

－12 C 2G r
S K O l

土師器
足高高台
付杯

7．6 高台部外方 に広 がる
外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡褐色 密
石英含む

良好

－13 C 2G r
S K O l

土師器
足高高台
付杯

8．1 高台部外方 に広 がる
外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒 ◎石英
多 く含む

良好
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挿 図
番 号

出土地点 器　種
法　 量 （cm ）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　　 考
口　径 底　 径 器　高

13－14 C 2G r
SK Ol

土師器

足高高台
付杯

8．6 高台部外方に広がる
外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／不明

淡橙褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒多く含
む

やや不良

－15 B IG r 土師器 9．4 高台部外方に広がる外／淡褐色 密 普通 低い高台を有す

SK Ol 足高高台
付杯

外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／不明

内／黒色 石英非常に多

く含む

－16 B 2G r
SK Ol

土師器
小皿 ？

4．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒含む

普通

－17 C3G r
SK Ol

土師器
小皿

6．9 4 ．3 1 ．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

外／暗褐色
内／黒褐色

密 良好

－18 C2G r
SK Ol

土師器
杯

5．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

橙褐色 密

1 mm大の白色
砂粒 。雲母含
む

やや不良 底部に厚みがある

－19 C l～C 2G r
SE C
SK Ol

土師器
杯

6．0 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒多く含

む

不良 底部に厚みがある

－20 C IG r
SK Ol

土師器
杯

5．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡橙褐色 やや粗い 普通

14－ 1 SK Ol 土師器
杯

12．7 6 ．6 4 ．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒 e石英
多く含む

良好 墨書土器
外面スス付着

15－ 1 C IG r
SK Ol

土師器
杯

6．6 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡褐色 密
石英多く含む

良好 底部に厚みがある

－ 2 B 2G r 土師器 6．4 外／回転ナデ 褐色 密 やや不良 底部に厚みがある

SK Ol 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切 り

橙色の砂粒含

む

15 －3 と同 じ粘土

から作る

－ 3 C2～C3G r 土師器 6．4 外／回転ナデ 褐色 密 やや不良 15 －2 と同 じ粘土

SE C 杯 内／回転ナデ 橙色の砂粒含 から作る

SK Ol 底／回転糸切 り む 内湾気味に立ち上
がる

－ 4 B 2G r 土師器 12．0 外／回転ナデ 淡黄褐色 密 普通 回転水引き痕明瞭

SK Ol 杯 内／回転ナデ 橙色砂粒 e石
英多く含む

に残る

－ 5 C 2G r 土師器 10．6 － － 外／回転ナデ 外／黒褐色 密 良好 口縁端部外反する

S K Ol 杯or土宛 内／回転ナデ 内／淡褐色 石英含む 外面スス付着

－ 6 C 2～C 3G r
S E C
S K Ol

土師器
杯

16．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

黄灰褐色 密 やや不良 口縁端部やや外反
する

－ 7 B 2G r
SK Ol

土師器
杯

6．0 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

褐色 密
1 mm以下の白
色砂粒 e石英e
雲母多 く含む

やや不良

－ 8 C2G r
SK Ol

土師器
杯

6．6 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

褐色 やや粗い

石英多 く含む
金雲母含む

普通

－ 9 B 2G r 土師器 5．4 外／回転ナデ 淡褐色 密 普通 やや内湾ぎみに立

SK Ol 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切 り
石英多く含む
金雲母含む

ち上がる

－10 B2G r
SK Ol

土師器
杯

5．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡橙褐色 密
橙色砂粒 e石
英多く含む

普通

－11 C3G r
S K Ol

土師器
杯

6．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡褐色 普通

1mm以下の白色
砂粒多 く含む

普通

－12 B 2G r
S K Ol

土師器
杯

7．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／へラ切 り

淡褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒・石英・
金雲母含む

普通
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挿 図
番 号

出土地点 器　種
法　 量 （cm ）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口　径 底　径 器　 高

15－13 B 2G r
SK Ol

土師器
杯

6．1 外／回転ナデ
内／回革ナデ
底／回転糸切り

淡橙褐色 密 普通

－14 C 2G r 土師器 6．1 外／回転ナデ 外／淡褐色 密 良好

SK Ol 杯 内／回転ナデ
底／回転糸切り

内／褐色 石英多く含む

－15 C 2G r
SK Ol

土師器
杯

6．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡橙褐色 密 良好 やや内湾ぎみに立

ち上がる

－16 C 2G r
SK Ol

土師器
≠不

5．3 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡褐色 密
石英多く含む

普通

－17 B 2G r
SK Ol

土師器
杯

5．7 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 密

石英多 く含む

良好 底部中央薄く作る

－18 B IG r
SK Ol

土師器
杯

5．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡橙褐色 密
石英 ◎金雲母
含む

普通

16－ 1 C 2G r
SK Ol

土師器

・＝ニ量＝一望

28 ．4 口縁端部丸くおさめる
頸部下　 外／縦方向

パケ
内／ケズリ

褐色 粗い

1 mm大の砂粒
非常に多く含
む

不良

－ 2 C 2G r 土師器 28 ．0 外／ナデ 外／黒褐色 普通 普通 外面スス付着

SK Ol 饗 内／横方向のパケ 内／褐色 1 mm以下の白
色砂粒 ⑳石英
多く含む

－ 3 B 2G r
SK Ol

土師器
聾

26 ．6 口綾部内外面ナデ
頸部下　 内／ケズリ

褐色 普通

1 mm以下の白
色砂粒◎石英◎
雲母多 く含む

やや不良 内面スス付着

－4 C 2G r 須恵器 13．2 － － 外／回転ナデ 外／灰色 密 やや不良 回転水引き痕明瞭

SK Ol 杯 内／回転ナデ 内／黒色 に残る

－ 5 C 2～D 2G r
SE C
SK Ol

須恵器
高台付杯

8．1 外／回転ナデ

内／回転ナデ

暗灰色 密

1 mm以下の白
色砂粒含む

良好 底部中央薄く作る

－ 6 B 2G r
SK Ol

須恵器
士竺E

9 ．5 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／不明

外／暗灰色
内／灰色

密 良好

－ 7 B 2G r
SK Ol

須恵器
壷or饗底
部

6．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／へラ切り？

灰色 密 普通 内面底部に自然粕
がかかる

－ 8 C2G r 土師器 23．0 内外面回転ナデの後 外／褐色 密 良好 口縁端部外反する

SK Ol 内窯土器
杯or童宛

外／横方向のミガキ
内／横方向のミガキ

内／黒色 石英多く含む

－ 9 C2G r
SK Ol

製塩土器 6．6 外／指頭圧疾残る
内／指頭圧痕残る

外／橙褐色

内／橙褐色
断／灰色

密 良好 焼塩土器

－10 C l′）C 2G r 土師器 15．2 内外面回転ナデの後 外／淡黄褐色 密 良好 口縁端部外反する

SE C
SK Ol

内窯土器
杯or碗

外／横方向のミガキ
内／横方向のミガキ

内／黒色 石英多く含む

－11 C2G r
SK Ol

土師器
高杯

外／ナデ
内／ナデ
脚部内面ケズリ

淡褐色 密
砂粒◎石英◎雲

母 ◎金雲母非
常に多く含む

普通 円盤充填法

－12 B IG r 弥生土器 17．5 外／横方向のミガキ 外／黒褐色 普通 良好

SK Ol 賓or鉢 内／ ミガキ

ロ綾部内外面ともナデ

内／黒色 石英多く含む

SK馴出土還物（石器C土蓮）

挿 図

番 号
出 土 地 点 製 品 名 遺 存 状 況 材　　　 質

最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重　 量

（g ）
備　　　　　 考

17－ 1
B 2G r

S K Ol

大型 蛤 刃

石 斧

刃部 一部

欠損
玄武 岩 12 ．0 5．1 4 ．3 40 0 ．0

－ 2
B 2G r

S K Ol
管状 土 錘 完形 4．0 1．4 1 ．4 6 ．0
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SKC摘出丑遺物（木製品）

挿 図
番 号

出 土 地 点 製　 品　 名 遺 存 状 況
径

（cm ）
高　 さ
（cm ）

厚 ，み
（cm ）

備　　　　　　　　 考

18－ 1
C 2G r

S K Ol
曲物 底板な し 38．0 14．0 0．7

側板及び木枠 に穿 4 ヵ所あ り

S註・竃の2出土遺物（土器）

挿 図
番 号

出 土 地 点 器　 種
法　 量 （cm ）

形 態 e 手 法 の特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　　 考
口　 径 底　 径 器　 高

20 － 1 B 2～ C 2G r
S E C
S K O2

土 師器
杯

6 ．8 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ
底／ へ ラ切 り？

淡 褐色 密

1 mm 以下 の 白
色砂粒 ・石英 ・
金雲 母 多 く含
む

良好 外面 ス ス付 着

－ 2 B 2～ C 2G r
S E C
S K O 2

土 師器
杯

6 ．0 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ
底／ へ ラ切 り ？

明褐灰 色 密

1 mm 以下 の 白
色砂 粒 多 く含
む

普通 内外面 朱塗 り

－ 3 B 2～ C 2G r 土 師器 6 ．8 外／ 回転 ナデ 淡 褐色 普通 良好 内湾 ぎみ に立 ち上

S E C
S K O 2

杯 内／ 回転 ナデ
底 ／ 回転糸切 り

石英 含 む が る

－ 4 B 2～ C 2G r
S E C
S K O 2

把 手 両 側面 平担 に作 る
貼 付部 残 る

淡 褐色 密
雲母 e 石 英 多
く含む

良好

－ 5 B 2へノC 2G r
S E C
S K O 2

製塩 土 器 6 ．6 外 ／指 頭圧 痕残 る
内／指 頭圧 痕残 る

淡 黄褐 色 密 良好 焼 塩土 器

SKの2出土遺物（木製品）

挿 図
番 号

出 土 地 点 製　 品　 名 遣 存 状 況 最 大長
（cm ）

最 大幅
（cm ）

最 大厚
（cm ）

備　　　　　　　　 考

21－ 1
C 3G r

S K O 2
用途不明

片側側面及 び

上部欠損
39．8 9 ．0 0 ．7

柾 目

SX馴出土遺物（土器）

挿 図
番 号

出土地 点 器　 種
法　 量 （cm ）

形態 e 手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口　径 底　 径 器　 高

24－ 1 A IG r
S X O l

弥生土器

＝士ご望

34．8 外／ナデ
内／ナデ

口縁端部上下に拡張
する

淡褐色 密
石英 e 雲母非
常 に多 く含む

普通 口縁端部に凹線 ？

－ 2 A IG r 弥生土器 13．3 外／ナデ 褐色 密 不良 口縁端部に 2 条の

SX O l ・＝土ご雲互 内／ ナデ

口縁端部上下に拡張
す る

1 mm以下の白

色砂粒多 く含
む

凹線

－ 3 A 2 G r 弥生土器 7 ．2 外／縦方向の ミガキ 外／赤褐色 密 普通

SX O l 壷or賓底
部

内／ ナデ 内／褐色 1 mm大の白色

砂粒 e 石英多
く含む
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Ⅳ。藤ケ森遺跡（II地底）の調査

1。調査の概要

層　　序（第26図）

II地点は、南北15m、東西15mの225I元を対象に発掘調査を実施した。

JR山陰本線敷設時の盛土を約0．8m除去した後に調査を開始したが、調査区での層序は、部分的

にやや異なる様相を示す所もある。しかし、基本的な層序は、盛土の下面は上層から、灰黄褐色土、

暗褐色粘質土、オリーブ褐色粘質土、録黒色粘質土、青灰色粘質土、暗灰色粘質土と堆積しており、

この地点の基盤層である灰色粘質土へ達する。なお、灰色粘質土は1．5m以上堆積し、その下面は褐

色荒砂層へ達する。

遺　　構

遺構は、オリーブ褐色粘質土の上面で古墳時代後期の溝状遺構を1条、灰色粘質土の上面で弥生時

代のものと考えられる土坑状遺構1を検出している。韓状遺構は調査区を北北西方向に縦断するよう

に伸び、南北は調査区外にまで達している。土坑状遺構は、調査区の南、Al～A2Grにかけて検

出している。また、溝状遺構の周辺で小規模なピットを数穴確認しているが、その他には遺構は確認

できなかった。

遺　　物

遣物は、盛土以外は灰色粘質土上面に堆積するほとんどの層に包含しており、弥生土器を中心に須

恵器、中世の陶器などが出土している。中でも、オリーブ褐色粘質土、線黒色粘質土は弥生土器を中

心に、比較的安定した包含層となっている。しかし、調査区全体での出土量はコソテナ1箱分と少な

く、細片が多かった。また、近世の遺物は認められなかった。

遺構からの出土遣物も少なく、SDOlから古墳時代後期の須恵器蓋、杯身が各1点出土しているが、

その他は細片が少量由土しているにすぎない。
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2．遺構と遺物

遺構外からの出土遺物（第25図）

灰色粘質土上面に堆積しているオリーブ褐色粘質土、録黒色粘質土を中心に、弥生土器、須恵器、

中世陶器などが出土している。
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1～3は、弥生土器の賓の口縁部である。いずれも口綾部が外方に強く屈曲するもので、1◎3は

口縁端部がやや上部に拡張する。また、全体的に器壁が薄く、3の頸部は、厚さ2．5mmと非常に薄く

なっている。以上のような賓は、その特徴から、弥生時代中期中葉頃、松本編年（1）III－1からIII－2

様式の範噂に入るものと考えられる。

4も賓のロ縁部である。口縁部は外方に「く」の字状に屈曲する。口縁端部は上下に拡張し、3条

の四線文を施している。また、頸部には指頭圧痕文帯をめぐらしている。この賓は、上記の賓よりも

やや新しく、弥生時代中期後妻～後期前葉、松本編年Ⅳ－1様式に相当するものであろう。

5～7は壷のロ縁部である。5は、口縁部が大きく外反する。ロ縁端部は、やや上部に拡張し、3

条の四線文を施しており、内面にも6条の凹線文が入る。6は、小形の壷と考えられ、やや外傾して

伸びる長めのロ頸部を有するものである。ロ縁端部は拡張されて上面に平坦面を作り、2条の凹線文

が施されている。また、外面口頸部にもナデによって3粂以上の凸線を浮き立たせている。7は、大

きく外反するロ縁部を有し、ロ縁端部は拡張しない。ロ縁端部には2条の凹線が施され、内面には3

条の凹線文が入る。以上のような壷は、それぞれの形状にやや違いは認められるものの、凹線文が施

されるという特徴から、弥生時代中期後菓～後期前葉、松本編年Ⅳ－1様式に相当する資料であろう。

8、9は賓の底部である。8は、内面はタテ方向のケズリ、外面はタテ方向のミガキにより調整され

ている。また、底部中央の厚みが約4。5mmと薄くなっている。これらの特徴から、Ⅳ－1様式に相当

する資料であろう。9は、内面の調整は不明であるが、外面はタテ方向のミガキにより調整されて

いる。

10は、高杯の脚部であろう。脚端部はやや上部に突出し、外面筒部付近には2粂以上の凹線文が施

され、内面簡部付近から上方はケズリによる調整が行われているようである。Ⅳ－1様式頃に相当す

る資料であろう。

11は、須恵器の高台付杯、あるいは塊である。高台部は外方に開き、断面はやや丸みを有するが、

四角形に近くなっている。奈良～平安期にかけてのものであろう。

12は、須恵器賓のロ縁部である。ロ縁部は外方へゆるく屈曲し、ロ縁端部は細くなり、丸くおさめ

ている。内外面とも口縁部はナデによる調整がなされているが、頸部下は不明である。

13は、陶器の措鉢であろうか。底部からロ綾部にかけては「ハ」の字状に直線的に開き、ロ縁部は

直立している。その特徴から室町期（14世紀頃）のものと考えられる。

以上のように、I地点では弥生時代中期中葉頃から中世にかけての遣物が出土しているが、量的に

は弥生土器がほとんどであり、主に弥生時代中期中葉から後期前菜にかけて集落が営まれていたよう

である。なお、弥生時代後期から古墳時代中期にかけての遣物、近世の遺物は皆無であったことから、

この時期には生活する場とはなり得なかったことが窺える。
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SDOl

調査区の南側、オリーブ褐色粘質土上面で検出した清状遺構である。A2GrからC3Grにかけて、

北北西の方向に伸びており、

検出長は約16．0m、最大

幅1．2m、狭い所では約0．7

mを測る。なお、検出高は、

標高約5．92mである。

南北は調査区外へとさらに伸びている。

－B′

B－．・．‘

覆土には、上層から暗灰

色粘質土、オリーブ褐色土

などの粘質土が堆積してお

り、最下層は一様に粘性が

強い黒色粘質土が堆積して

いる。断面の形状は、両肩

から約45度の角度で落ち、

底面は平坦に作り出してい

るが、一部には両肩からな

だらかに落ち、底面をレソ

ズ状に丸く作りだしている

部分もある。最深部までの

深さは約30cm、浅い所では

約20cmの深さがある。

全体の形状は、B2Gr

付近で清の幅が広くなって

おり、遺構の南北でやや狭

くなっている。また、A2

～B2Grにかけては、深　A－

さが約30cmあるのに対し、

C2～C3Grにかけては、

約20cmと浅くなっている。

しかし、底面のレベルは、

ほぼ一様に5．65mであるこ

とから、C2～C3Grの

上面は10cm程度の削平を受

けているものと考えられる。

遣物は、B2Grの下層

から須恵器の蓋、杯身が1
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1．灰色粘質土　　　　　褐色粒子を含む

2．暗灰色粘質土　　　　褐色粒子を含む

3．オリーブ灰色粘質土　褐色粒子を含む

4．黒色粘質土　　　　　粘性強い

1．暗灰色粘質土

2．オリーブ黒色土　　　やや砂質

3．灰色粘質土

4．黄灰色粘質土

5．黒色粘質土

第27図　SDOl実測図（南側）



点ずつ出土しているが、その他はわずかな細片の須恵器、土師器であり、時期的判断には耐えないも

のが多い。

この遺構の時期については、出土した須恵器蓋、杯身から、古墳時代後期（7世紀初頭～前葉頃）

に築かれたと考えられる。

遺構の性格は、覆土に粘

質土が堆積しており、最下

1．オリーブ褐色土

2．暗灰色粘質土

3．オリーブ黄色粘質土

4．黒色粘質土

1．オリーブ褐色土

2．暗灰色粘質土　　褐色粒子を含む

3．黒色粘質土

第28図　SDOl実測図（北側）

層には粘性の強い黒色粘質

土が堆積していることから、

常に水の流れがあったこと

が考えられ、水路のような

施設であったと考えられる。
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＄随馴出土遺物（第29図）

1は、須恵器の蓋である。口径12。4C恥　器高4．1cmを測り、

内外面とも回転ナデにより仕上げられているが、外面天井部は

へラ切り後、ナデ調整が行われている。

2は、須恵器の杯身である。口径12。2C恥器高4．9cmを測り、

立ち上がりは短く内傾する。内外面は回転ナデにより仕上げら

れ、外面底部はへラ切り後、やや粗雑にナデ調整が行われてい

る。また、この杯身は焼成が悪く、土師器のように淡褐色を皇

している。

上記2点の遺物は、その特徴から、7世紀初頭～前葉にかけ

てのものと考えられ、高広編年（2）ではⅢA期に相当する資料で

あろう。なお、1、2についてはセット関係にはならない。

SK Ol 第29図　SDOl出土遺物実測図

調査区の南側、灰色粘質土上面で検出した土坑状遺構で、A

l～A2Grにかけて検出している。東西長約1。掴m、南北長約0．82m、深さ約0。41mを測り、東西

に長い楕円形を呈している。なお、検出高は標高約6。1mである。

覆土には暗灰色粘質土、灰色粘質土などが堆積しており、最

下層にはSnOlと同じように粘性の強い黒色粘質土が堆積して

いる。断面の形状は、両肩からやや鋭角に落ちて、底面を平坦

に作り出し、蓮台形状を呈している。

遣物は、弥生土器片と考えられる細片が1点出土しているの

みで、遺構の時期的な判断は難しい。しかし、この遺構の検出

高はSDOlよりも高くなってはいるが、層序からみると、1層

下面で検出していることから、SDOlよりも古い時期に築かれ

たことが明らかである。また、付近に堆積する包含層中には弥

生土器が多く出土しているうえ、遺構内から出土した土器が弥

生土器と考えられることから、弥生時代の遺構である可能性が

強い。

遺構の性格については、形状、出土遺物からは判断できず、

不明である。
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、もく、、ト、

A

1．暗灰色粘質土
2．灰色粘質土
3．オリーブ灰色土

4．黒色粘質土
0

第30図　SKOl実測図



3。小　　結

（1）遺　　構

II地点では、弥生時代のものと考えられる土坑状遺構を1、古墳時代後期の溝状遺構1を検出した。

数少ない遺構であるが、この地域で当該期に集落が営まれていたことを示す、貴重な資料を得ること

ができた。

SDOlについては、調査区外のさらに南北方向へと伸びていくことを考えても、遺跡の範囲はさら

に広くなる可能性を示している。

（2）遺　　物

遺物は、遺構外からの出土が多いが、弥生土器が最も多く、その他では須恵器、陶器などが少量出

土している。

弥生土器には、その特徴から、弥生時代中期中葉から後期前葉にかけてのものが出土しており、こ

の時期をもって遺跡が営まれ始めたと考えられる。しかし、弥生時代終末期から古墳時代中期にかけ

ての出土遺物は全くなく、この時期は生活の場とはなっていなかったようである。そして、SDOlか

から出土している古墳時代後期の遺物以降も、再び遺物がほとんど認められないことから、古代～中

世にかけても生活の場としては枚能していなかったと考えられる。
ぜんぎょうじ

また、IH也点については、平成6年度に発掘調査を実施し、南西100mの地域に広がる善行寺遺跡（3）

との関連が指摘される。善行寺遺跡では、弥生時代後期頃から奈良時代にかけての遺構、遺物を多く

検出しており、II地点とは弥生時代後期について一時期重なる部分がある。しかし、弥生時代中期中

葉の遣物は、善行寺遺跡では確認されていないことなど、時期的に異なる点も多い。調査範囲も限ら

れたものであるため、判断し難いが、今後、2つの遺跡の関連や早くから宅地化されている出雲市街

地での埋蔵文化財の有無について、注視していく必要があろう。

註

（1）『弥生土器の様式と編年　山陰◎山陽編』　正岡勝夫◎松本岩雄編　木耳社1992年

（2）『高広遺跡発掘調査報告書』　島根県教育委員会1984年

（3）『出雲市埋蔵文化財調査報告書　第7集』　出雲市教育委員会1997年
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Ⅴ。総　　　括

本書では、平成7年度に発掘調査を実施した藤ヶ森遺跡（I地点◎II地点）について、遺構や遺物

などを通してその時期について検討してきたわけであるが、ここでは、どの時期に遺構が築かれ、集

落が営まれていたかを、それぞれ時期別にまとめることにする。

藤ヶ森遺跡（Ⅱ地点）

‡期（弥生時代前期末～後期前葉）

この地域に遺跡が形成され始めた時期にあたり、遺構としては、弥生時代中期中葉頃の遣物が出土

しているSXOlが該当する。また、弥生時代前期末の遺物と考えられる土器や磨製蛤刃石斧が出土し

ていることから、この地域周辺に弥生時代前期末から集落が営まれていたことが窺える。

II期（古墳時代～奈良時代）

SDOl◎SD02が築かれた時期にあたると考えられるが、この遺構からは遺物が出土しておらず、断

定できない。しかし、包含層中やSKOlから出土している遣物の中には、当該期のものが含まれてい

ることから、この時期にも集落が存在していたと考えられる。

なお、I期とII期の間にはかなりの隔たりがあるが、この間の遺構◎遺物は確認されておらず、生

活の場とはなっていなかったと考えられる。

m期（平安時代～鎌倉時代初期）

SKOl◎SK02が築かれた時期で、遣物の出土量から考えてもこの地域が最も繁栄した時期である。

中でも10世紀前後の墨書土器が出土していることから、官街的施設なども想定される。なお、SKOl

については10世紀前後に築かれ、12世紀頃まで機能していたと考えられる。

藤ヶ森遺跡（Ⅲ地点）

I期（弥生時代中期中葉～後期前葉）

包含層中からは、最も古い遺物としてこの時期のものが出土していることから、この地域に遺跡が

形成され始めた時期にあたる。遺構としては、SKOlが当該期のものと考えられる。

II期（古墳時代後期）

全体としての遺物出土量は少ないが、SDOlから7世紀初頭～前葉の遺物が検出されており、この

時期に当該地に集落が営まれていたことを示している。

なお、‡地点と同様にI期とII期にはかなりの隔たりがあるが、この間には遣物も検出されていな

いことから、生活の場としては利用されなかったと考えられる。
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出丑遺物観察表

遺構外出土遺物（土器）

挿 図
番 号

出 土 地 点 器　 種
法　 量 （cm ）

形 態 。手 法 の特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　　 考
口　 径 底　 径 器　 高

2 5－ 1 A 3G r 弥 生土 器
聾

19 ．4 外／ ナデ
内／ ナデ

ロ縁 端 部上 下 に少 し
拡張 す る

淡 褐色 密

石英 e雲 母含
む

普通

－ 2 B 3G r 弥 生土 器
襲

16 ．6 外／ ナデ
内／ ナデ、 頸部 下 パ

ケ、 口縁 端 部平 担面
を作 る

淡 黄褐 色 普通

1 mm以下 の 白
色砂 粒 を多 く
含 む

やや不 良

－ 3 C 3G r 弥 生土 器
饗

13 ．2 外／ ナデ
内／ ナデ

口縁 端 部上 下 に拡張
す る

外 ／淡黄 褐 色
内／淡 褐色

普通
金雲 母含 む

普通 頸 部非 常 に薄 い

－ 4 A 3G r 弥 生土 器
襲

20 ．0 外 ／ ナ デ
頸 部 に指頭 圧痕 文帯
貼 付 け る
内／ ナデ

黄 褐 色 密

1 mm以下 の 白
色砂粒 。石英。
雲 母 を多 く含
む

良好 ロ縁端 部上 下 に拡
張 し、 3 条 の 四線
が入 る

－ 5 B IG r 弥 生土 器

＝ゴ＝．望

30 ．8 ロ縁端 部上 部 に拡張
す る
外／ ナデ
内／ ナデ

淡 黄褐 色 密

1 mⅢ以下 の 白
色砂 粒 を多 く
含 む

普通 口縁端 部 に 3 条 の
凹線 、内面 に 6 条

の四線 が入 る

－ 6 A 3G r 弥 生土 器

＝ゴ＝r望

1 1．4 ロ縁 部 水平 方 向に突
出 し、 上部 に拡 張す
る
外／ ナデ
内／ ナデ

淡 黄褐 色 密
石英 e 雲 母多
く含 む

普通 外 面 ナ デに よ り 3
条 以上 の突 起 を作

る。 ロ縁端 部上 面
に 2 条 の 四線 が入
る

－ 7 C 3～ C 4 G r 弥 生土 器 25 ．4 口縁 部 外反 す る 黄 褐色 密 良好 口緑 端 部 に 2 条 の

S E C ＝ゴ＝一望 外／ ナデ
内／ ナデ

1 mm大 の 白色
砂粒 e 石英 を
多 く含む

凹 線、 内面 に 3 条

の凹線 が入 る

－ 8 A IG r 弥 生土 器
壷 or賓 底

部

6．0 外／ 縦 方 向の ミガ キ
内／ 縦 方 向の ケ ズ リ
底 部付 近 に指頭 圧痕
残 る

外 ／褐 色
内／淡褐 色

密

1 mm以下 の 白
色砂 粒含 む

やや不 良

－ 9 A 3G r 弥 生土 器
壷 or襲 底
部

5．2 外／ 縦 方 向の ミガキ
内／ 不 明

外 ／褐 色
内／淡 褐色

密

1 mm以下 の 白
色 砂粒 。石英
含 む

普通

－10 B 3G r 弥 生土 器
高杯

11 ．6 外／ ナデ

内／ ナデ、 簡部 付近
よ り上 ケズ リ ？

淡 褐 色 密
1 mm以下 の 白
色砂 粒 多 く含
む

普通 外 面 に 2 粂 以 上 の

四線 が入 る

－11 C 3G r 須 恵器
高 台付 杯

－ 9．0 － 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ

外 ／灰 色
内／淡 赤褐 色

密 普通

－12 A 3G r 須 恵器
襲

22 ．6 口縁 端 部外 反す る
外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ

外 ／ 暗灰色
内／褐 灰色

密 普通 内外面 に 自然粕 が
かか る

－13 B 3G r 揺鉢 19 ．6 外／ 回転 ナデ
内／ 回転 ナデ

口縁 部逆 「く」 の字
に屈 曲す る

外 ／赤褐 色
内／淡 赤褐 色

密
1 ～ 2 mm大 の
白色砂粒 を含

む

普通
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SDCm出土遺物（土器）

挿 図
番 号

出土 地点 器　 種
法　 量 （cm ）

形態 e 手法 の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　　 考
口　径 底　 径 器　 高

29－ 1 B 2 G r
S D O l

須恵器
蓋

12．4 4 ．1 外／回転 ナデ

上部へ ラ切 り後ナデ
内／回転 ナデ

外／暗灰色

内／灰色

密 良好

－ 2 B2 G r
S D Ol

須恵器
杯

12 ．2 4 ．9 外／回転 ナデ

内／回転 ナデ、底部
付近 に一部パケ
底／ へラ切 り後 ナデ

淡褐色 密

1 mm以下の白
色砂粒を含む

不良
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享 妄



藤ヶ森遺跡（I地点）における14C年代

川崎地質株式会社

はじめに

藤ヶ森遺跡は島根県出雲市の中心部、南本町地内に立地する遺跡である。同遺跡では発掘調査に伴

い腐植質粘土を充填する「地山：灰白色粗砂」の落ち込み（SXOl）が検出された。出雲市中心部で

は縄文時代早期以降、神戸川あるいは斐伊川による地形変化が頻繁に起こったと考えられ、今回検出

された落ち込みの形成期を明らかにすることが、地形発達史解明の糸口になると予想された。

本報は、「地山」を充填する腐植質粘土の堆積年代を明らかにし、出雲平野の地形発達史解明の資

料とするために測定した14C年代について述べたものである。

試料および測定方法

測定用試料は出雲市教育委員会により、図1に示す断面図の11層で試料Nalが、8層で試料Na2が

採取された。

14C年代測定は気体比例計数管により測定し、半減期5568年として計算を行った。

測定結果

測定結果を表1に示す。それぞれの中央値を西暦に単純計算すると、試料N（11がBC1280年、試料

N82がBC1200年となる。

1．暗灰色粘質土（ブロック混入）　　　　7．暗オリーブ色粘質土

2．オリーブ黒色粘質土
3．暗青灰色粘質土

4．オリーブ褐色粘質土

5．黒褐色土

6．黄褐色粘質土

8．オリーブ黒色粘質土　　試料採取層

9．線灰色粘質土

10．黒褐色粘質土
11．暗灰色粘質土

第31図　試料採取層準

（粘性非常に強く、しまりがない）

（粘性非常に強く、しまりがない）

試料採取層

0 2m

45



表114C年代測定結果

試料番号 測定年代 （y。B ．P 。） 測 定 番 号

1 3230±120 I －18468

2 3150±120 I －18469

測定値の評価

今回得られた値はともに誤差範囲に含まれ、ほぼ同時代（縄文時代後期）を示すと考えられる。こ

れに対し、試料NG2の採取層準である8層からは、僅かではあるが弥生時代前期～中期の遺物が検出

され、測定値と矛盾する。

測定値がおかしいと仮定すると、原因の一つに試料の汚染が考えられる。測定試料の汚染原因とし

て水やカビなどの影響が考えられるが、これらは測定値を若くするのが一般的である。また腐植土を

対象としたことから、二次的な腐植物が堆積物中に濃縮していた可能性もある。この場合、測定値が

古くなる可能性が指摘できる。微量な試料を用いるAMS方による測定の場合、二次堆積物により測

定年代が古く測定されるような例が度々見られるが、処理重量の多い気体比例計数管を用いる場合に

は、このようなことは起こりにくい。

一方、8層上位の2～4、7層からは奈良～平安時代の遺物が検出され、8層上面が不整合面であ

ると推定される。8層より下位からの出土遺物の量は極めて少なく、しかも不整合面直下の8層に遺

物が集中する。したがって得られた年代が正しく、検出された遺物が不整合形成時に8層へ混入した

可能性もある。
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藤ヶ森遺跡の墨書土器について

平　石　　　充

体部外面に正位で「具」の墨書がある。上下に続く墨痕はない。具あるいは具の文字を含む墨書土

器には以下の類例がある。

出 土 遺 跡 釈　　 文 種 額 器 形 墨書部位 出土遺構 年　 代 備　考 文　 献

島根県 ◎藤ヶ森遺跡 目
フ【く

土師器 杯 体部外面 。正位 井戸 10世紀前後

茨城県 ◎鹿の子C 遺跡 具 須恵器 蓋 頂部内面 竪穴住居跡 （∋

具 e［コ◎具 須恵器 杯 底部 溝

茨城県 。今城遺跡 是⊂］［コ具 土師器 台付皿 体部 ②

千葉県 ◎仁井宿東遺跡 大方具 土師器 杯 底部外面 井戸 9 世紀前半 （動

（∋『茨城県関係古代金石文資料集成一墨書◎箆書－』茨城県立歴史館1985年

（り『茨城県関係古代金石文資料集成一墨書e箆書－』茨城県立歴史館1985年

（9『仁井宿東◎牧野谷中田遺跡』千葉県文化財セソター1985年

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10C翁

－　　　　－　　－　－－－－　－　　　　－－－－　　　　　－　　　　　　－－－　　　　　－　　－－　　　－

第32図　墨書土器実測図
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図　　版

（I地点）



調査風景（I地点）

遺構検出状況

（SKOl、SDOl、SDO2）

SKOl遺物出土状況（上層）



SKOl遺物出土状況（中層）

SKOl土層断面（南北）

SKOl遺物出土状況（下層）



SKOl遺物出土状況（下層）

SKOl曲物出土状況

SKO2土層断面（南北）



SXOl土層断面



I地点遺構検出状況

（北から撮影）

I地点遺構検出状況

（南から撮影）

I地点付近工事中出土の貝殻

（掘削深15m以上）



図版6

遺構外出土遺物

鯵9＿15

9－17



図版7
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遺構外出土遺物
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SKOl出土遺物
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図版9
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SXOl出土遺物

I地点付近工事中出土の貝殻

（掘削深15m以上）



図　　版

（II地点）



図版10

調査風景（II地点）

SDOl検出状況

粒這，ゝ

SDOl完掘状況



SDOl土層断面

SDOl遺物出土状況

SKOl土層断面



遺構検出状況

（SDOl、SKOl）

弥生土器出土状況（包含層）

弥生土器出土状況（包含層）



遺構外出土遺物

SDOl出土遺物
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